
　
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

特 集

　
平
成
27
年
６
月
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
『
18
歳
以
上
』
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
70
年
ぶ
り
の
選
挙
権
年

齢
の
見
直
し
に
よ
り
、
全
国
で
は
約
２
４
０
万
人
、
市
で
は
約
１
１
０
０
人
（
全
体
の
約
２
・

４
㌫
）
が
新
た
に
有
権
者
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
日
本
の
選
挙
権
拡
大
の
歴
史
を
は
じ
め
、
法
改
正
と
な
っ
た
背
景
や

年
々
低
下
す
る
投
票
率
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
若
い
人
た
ち
が
選
挙
に
行
く
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
70
年
ぶ
り
に
選
挙
権
が
拡
大

　
日
本
で
は
、
明
治
22
年
に
衆
議

院
議
員
の
選
挙
制
度
が
で
き
ま
し

た
。
当
時
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た

の
は
、
税
金
を
多
く
納
め
て
い
る

25
歳
以
上
の
男
性
の
み
。
率
に
し

て
人
口
の
約
１
・
１
㌫
（
約
45
万

人
）
で
す
。
そ
の
あ
と
、
納
め
る

税
金
の
額
が
２
回
に
わ
た
り
緩
和

さ
れ
、
大
正
14
年
に
撤
廃
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
20
年
、
20

歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
女
に
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
70
年
た
っ
た
今
回
、

選
挙
権
年
齢
が
『
18
歳
以
上
』
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
（【
グ
ラ
フ

１
】）。

●

問
合
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉓
２
０
２
７
）

【グラフ１】日本の選挙権拡大の歴史と有権者の変化

明治22年
（1889年）

25歳以上の男性

格
資
者
権
有

15円以上
（直接国税納税額）
10円以上 3円以上

25歳以上 20歳以上の 18歳以上
のすべて

明治33年
（1900年）

大正8年
（1919年）

大正14年
（1925年）

昭和20年
（1945年）

平成26年
（2014年）

昭和22年
（1947年）

平成28年
（2016年）

日本国憲法施行大日本帝国憲法（明治憲法）制定

制限選挙 男子
普通選挙

男女平等
普通選挙

1.1％
〔45万人〕

2.2％
〔98万人〕

5.4％
〔306万人〕

20.1％
〔1,240万人〕

51.2％
〔3,687万人〕

81.8％ 84.5％
〔1億729万人〕

男性有権者 女性有権者

 ％    ：国内人口に占める
有権者の割合

の男性 の男女

〔1億396万人〕

すべての男女

〔    〕：有権者数
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選挙権年齢が引き下げられました特 集

■
20
歳
代
で
投
票
し
た
人
は

３
人
に
１
人

　
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
な

か
、
中
で
も
20
歳
代
の
投
票
率
は
、

ほ
か
の
年
代
と
比
べ
る
と
最
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
第
47
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
投
票
率
を
見
て
み
ま
す

（【
グ
ラ
フ
３
】）。
市
全
体
の
投
票

率
は
、
57
・
17
㌫
（
全
国
52
・
66
㌫
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
20
歳
代
の
投

票
率
は
、
32
・
18
㌫
（
全
国
32
・

58
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
改
正
と
な
っ
た
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
最
近
行
わ
れ
た
主
要
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
・
投
票
者

数
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
見
て
み
ま
す
。

法
改
正
の
背
景
と
選
挙
事
情

世界の選挙権年齢はどうなってるの
世界 191 の国・地域のうち、約９割が日本の衆議院にあた
る下院の選挙権年齢を『18 歳以上』と定めています（国立
国会図書館調べ・平成 26 年）。また、選挙権年齢は、ヨー
ロッパの国々を中心にさらに引き下げを進める動きが活発
化しています。オーストリアでは、すでに『16 歳以上』に
引き下げられています。ドイツやノルウェーなどでは、特
定の州や地域で 16 歳以上に引き下げられています（【表】）。

【表】世界各国・地域の選挙権年齢

25 歳 アラブ首長国連邦

21 歳 オマーン、クウェート、シンガポール、マレーシア　など

20 歳 カメルーン、日本（改正前）　など

19 歳 韓国

18 歳 アメリカ、イギリス、イタリア、オーストラリア、カナダ、
ドイツ、フランス、ロシア　など多数（全体の約 92%）

17 歳 東ティモール　など

16 歳 アルゼンチン、オーストリア、キューバ、ブラジル　など

■
若
年
者
の
有
権
者
が
減
少

　
日
本
は
、
少
子
・
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
人
口
が
増
え
る
一
方

で
、
若
年
者
の
人
口
は
減
っ
て
い

ま
す
。
若
年
者
の
有
権
者
が
少
な

い
こ
と
で
、
若
年
者
の
意
見
が
国

や
地
方
の
政
治
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
未
来
の

日
本
を
担
う
10
代
に
も
、
よ
り

早
く
政
治
に
参
画
し
て
も
ら
う
た

め
、
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
で
、
大
人

の
自
覚
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
社
会

の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
主
体
的
に
政
治
に
関
わ
る

若
年
者
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
低
下
す
る
投
票
率

　
全
国
的
に
、
国
政
選
挙
や
地
方

選
挙
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
率
は

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
市
も
例
外
で
は
な
く
、
私
た
ち

に
最
も
身
近
と
も
い
え
る
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
も
投
票
率
は

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
（【
グ
ラ
フ

２
】）。

■
20
歳
代
の
投
票
者
は
少
数
派

　
投
票
者
数
の
占
め
る
割
合
で
見

て
み
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
の
が

60
歳
代
の
23
㌫
。
次
が
70
歳
代
、

50
歳
代
と
続
き
ま
す
。
投
票
率
の

低
か
っ
た
20
歳
代
の
投
票
者
数

は
、
全
体
の
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
（【
グ
ラ
フ
４
】）。
な
お
、
平
成

27
年
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
全

体
の
投
票
率
が
67
・
43
㌫
で
あ
る

の
に
対
し
、
20
歳
代
の
投
票
率
は

41
・
72
㌫
、
投
票
者
数
は
全
体
の

６
・
56
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20歳代
7％

30歳代
11％

40歳代
16％

50歳代
17％

60歳代
23％

70歳代
18％

80歳代以上
8％

【グラフ 4】第 47 回衆議院議員選挙の年代別
投票者数の割合

【グラフ２】伊万里市議会議員選挙の投票率の推移
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18 歳選挙権適用を目前に控え、５月12 日、
伊万里高校で３年生を対象に出前講座を開催

■
選
挙
に
関
す
る
『
出
前
講

座
』
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
地

域
や
学
校
な
ど
に
直
接
出
向
き

『
明
る
い
選
挙
』
に
関
す
る
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
に
伴
い
、
伊
万
里
高
校
の
ほ
か

に
も
市
内
の
高
校
生
を
対
象
に
出

前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

18 歳到達の有無にかかわらず、新有権者となる心構えを学ぶ学生たち

20
歳
代
の
投
票
率
が
特
に
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若

い
人
た
ち
が
選
挙
に
行
く
意
義
は
何
で
し
ょ
う
か
。
新
し
く

選
挙
権
を
得
た
高
校
生
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

18
歳
選
挙
で
ど
う
変
わ
る
の

■
若
い
人
が
選
挙
に
行
か
な

い
と
ど
う
な
る
の

　
政
治
家
は
、
一
般
的
に
熱
心
に

投
票
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
の
意

見
を
聞
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

ま
す
。
若
い
世
代
は
人
口
が
少
な

い
上
に
投
票
率
も
低
い
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
担

う
は
ず
の
若
い
人
た
ち
が
選
挙
に

行
か
な
い
と
、
若
い
人
の
意
見
が

政
治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

■
政
治
の
こ
と
は
難
し
そ
う

で
良
く
わ
か
ら
な
い
け
ど

　
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な

教
育
や
結
婚
、
子
育
て
、
さ
ら

に
、
親
の
介
護
や
、
自
分
の
老
後

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。「
働
く
場
所
が
な
い
。
気
軽
に

遊
び
に
い
け
る
公
園
が
少
な
い
」

と
言
っ
た
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。

■
改
め
て
『
政
治
』
と
は

　
私
た
ち
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
送

る
た
め
に
は
、
時
代
に
応
じ
て
よ

り
良
く
改
革
し
、
発
展
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
社
会
の

達
成
す
べ
き
目
標
の
設
定
や
、
解

決
す
べ
き
問
題
事
項
を
検
証
し
、

そ
の
達
成
・
解
決
の
た
め
に
努
め

て
い
く
こ
と
に
政
治
の
大
き
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
も
そ
も
『
選
挙
』
と
は

　
私
た
ち
の
生
活
や
社
会
を
良
く

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
を
決

め
る
の
が
『
選
挙
』
で
す
。
言
い

換
え
れ
ば
選
挙
を
す
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
や
社
会
づ
く
り
に
参
加
し
、

そ
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
政
治
と
選
挙

は
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

ご
ろ
か
ら
、
自
分
が
政
治
の
主
役

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
投

票
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ

で
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
有
権
者

が
約
２
４
０
万
人
増
え
る
こ
と

で
、
政
治
家
た
ち
は
若
い
人
た
ち

の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
に
、
18
歳
、
19
歳
の
投

票
率
が
高
け
れ
ば
、
若
者
軽
視
と

い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
将
来
の
日
本
を
担
う
若
い
人
た

ち
の
た
め
に
、
今
後
の
日
本
の
政

治
の
形
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■ 18 歳選挙権についてどう思いますか
学校の授業で習っていたので知っていましたが、自分に
とっては少し早いような感じがしています。

■選挙のことについて家や学校で話をしますか
家では時々話しますが、学校では周りに 18 歳になった
人が少ないのであまり話す機会がありません。

■選挙に行くのは面倒ですか
　面倒というより、初めてなので
　不安があります。親から、自分
　でしっかり考えて投票するよう
　に言われています。

■政治に関心がありますか
　はい、ニュースを良く聞きます。
　最近関心があるのは、子どもが
　保育園に入れないという待機児
　童の問題や、学生の就職問題、
　政治資金問題などです。

■選挙に行きますか
　自分の大切な一票をどうするか、
　きちんと考えて行きます。

田中 愛
あい

梨
り

さん（18歳）
伊万里高校３年

（生徒会文化委員長）

新有権者にインタビュー

42016.7



選挙権年齢が引き下げられました特 集

７月10 日（日）は

参議院議員通常選挙です

● 投票できる人　投票日の翌日までに 18 歳
の誕生日を迎える人

● 伊万里市で投票できる人　投票日に満 18
歳以上の人で、３か月以上伊万里市に住
んでいて市の選挙人名簿に登録されてい
る人（伊万里市に引っ越して来た人は、
旧住所地に３か月以上住んでいた場合旧
住所地で投票できます）

● 投票時間　午前７時〜午後８時
● 投票場所　投票所入場券に記載されている
　指定の投票所
● 投票に必要なもの　投票所入場券
※投票所入場券は、公示日ごろに郵送して

います。
※投票所入場券を忘れた場合は、本人であ

ることが確認できれば投票できます。

選
挙
に
行
っ
て
み
よ
う

７
月
、
法
改
正
後
初
め
て
と
な
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
大
切
な
一
票
で
す
。
投
票
前
に
し
っ
か
り
と
情
報

を
収
集
し
、
自
分
で
考
え
て
候
補
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

■
候
補
者
を
決
め
た
ら
投
票

に
行
こ
う

　
投
票
す
る
候
補
者
を
決
め
た
ら

投
票
日
に
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
、
指
定

の
投
票
所
で
行
い
ま
す
。

■
用
事
が
あ
っ
て
投
票
日
に

行
け
な
い
人
は

　
学
校
や
部
活
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
、
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人

は
次
の
よ
う
な
方
法
で
投
票
で
き

ま
す
。

▽
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
用
事
が
あ
っ
て

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、『
期

日
前
投
票
』
が
で
き
ま
す
。
選

挙
の
公
示
・
告
示
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
、

市
が
設
置
す
る
『
期
日
前
投
票

所
』
で
投
票
し
ま
す
。

▽
不
在
者
投
票

選
挙
期
間
中
に
選
挙
人
名
簿
の

登
録
地
以
外
に
滞
在
し
て
い
た

り
、
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い

た
り
し
て
い
る
人
が
対
象
の
投

票
方
法
で
す
。
出
張
や
旅
行
中

の
人
は
、
不
在
者
投
票
の
手
続

き
を
す
れ
ば
、
滞
在
先
で
投
票

で
き
ま
す
。
指
定
病
院
に
入
院

中
の
人
は
、
病
院
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

■
選
挙
は
情
報
収
集
か
ら

　
投
票
す
る
候
補
者
を
選
ぶ
た
め

に
は
、
事
前
に
情
報
収
集
が
必
要

で
す
。
情
報
収
集
は
、
街
頭
演
説

や
政
見
放
送
を
は
じ
め
、
演
説
会
、

選
挙
公
報
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
選
挙
運
動
（【
※
】）
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

候
補
者
の
考
え
方
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
な
ど
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
選
挙
の
と
き

だ
け
で
な
く
、
常
に
情
報
収
集
を

心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
※
】
平
成
25
年
４
月
の
公
職
選
挙

法
の
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
伊
万
里
市
で
行
わ
れ
る
今
後
の
選
挙
の
予
定

選
挙
執
行
予
定
時
期

種
　
類

任
期
満
了
日

平
成
30
年
４
月
ご
ろ

伊
万
里
市
長
選
挙

平
成
30
年
４
月
26
日

平
成
30
年
12
月
ご
ろ

衆
議
院
議
員
選
挙

平
成
30
年
12
月
13
日

平
成
30
年
12
月
ご
ろ

佐
賀
県
知
事
選
挙

平
成
31
年
１
月
10
日

平
成
31
年
４
月
ご
ろ

佐
賀
県
議
会
議
員
選
挙

平
成
31
年
４
月
29
日

平
成
31
年
４
月
ご
ろ

伊
万
里
市
議
会
議
員
選
挙

平
成
31
年
４
月
29
日

政治と選挙の意義について考えましょう

　今では、普通に与えられた選挙権です

が、これまでの選挙権拡大の歴史を考え

ると、18 歳選挙権年齢の引き下げは、

民主主義の質を高める大いに意義のある

ものと思います。

　今回紹介した、投票率の低下、特に若

年層の低投票率は明白な課題です。また、

市議選の年代別投票率の推移（過去３回）

をみると、20 歳代よりも 40 歳代の減

少幅が大きいという課題もあります。

　投票率は、社会経験を積むことにより

年齢とともに上昇すると言われています。しかし、現在の状況は、

若い世代時の低い投票率がそのままスライドして投票率全体が低下

する結果となっています。このようなことから、選挙権年齢の引き

下げをきっかけに、若い世代の人をはじめすべての年代の人に、改

めて政治や選挙の意義を考えていただきたいと思います。そして、

新有権者の皆さん、最初の選挙が大切です。ぜひ投票してください。

伊万里市選挙管理委員会
委員長　岩永 孝雄さん
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